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る。人文学部心理学科の設置はこれらの諸問題に対

処できる人材を養成し、社会に送り出そうとするも

のである。

これまで、人文学部コミュニケーション学科のカ

リキュラムはメディア系と心理学系の二つで構成さ

れてきた。なかでも心理学系は現代社会における人

間の複雑なこころの諸問題への関心の高まりのなか

で、学修意欲が増大するという傾向を見せている。当

然、コミュニケーション学科で学ぶ学生の中にも心

理学系の学修をより重点的に志望する学生も増えて

いる。これは入学志願者の志望動向においても同じ

ことが言える。こうした状況に応えるために、コミュ

ニケーション学科から独立させた心理学科の設置を

行おうというものである。

国際化、情報化の急速な進展、家族形態や生活様式

の多様化と多元化、高齢化や少子化。こうした社会動

向から生じる人間のこころの問題はどれほど複雑で

あっても根底には「人間のあり方」「人間と人間のか

かわりかた」があり、これを解決するには「人間のこ

ころをいかに的確に理解することができるか」が問

われ、心理学の専門的な知識と技能を持つ人材が大

量に必要とされている。

心理学科では人間の心理や人間と人間の関わりの

心理などを、基礎的に多角的、総合的な立場から理解

し、社会のあらゆる生活場面で多発するこころに関

わる問題の解決に役立つ人材の養成を目指している。

　

第26回創立者記念日
墓参と法要に200人が参加

迎えて第26回目となる今年の創立者記念日の墓参

と法要が6月7日午前、半田市の菩提寺・無量寿寺で

行われ、学園ゆかりの企業関係者や旧職員を含む学

園関係者、教職員約200人が参列した。

梅雨入りしたばかりの曇り空の下、参列者全員が

墓前に線香を手向けた後、本堂で法要が営まれ、読経

が流れるなか全員が次々に焼香した。

この後、大西学園長が「創立者は学園にとって原点

です。その意味で創立者の精神をどのように受け継

いでいくかが非常に大切なこと。こうして墓参が毎

年脈々と続いていくことは、私学としての三浦学園

にとって大変重要なことです」などとあいさつをし

た後、昨年末急逝された山田和夫前学園長を偲ぶ会

を、今年12月22日午後、三浦幸平メモリアルホール

で開く予定であることを明らかにした。

最後にこの1年間に物故された山田前学園長、徳廣

元副学長をはじめ学園関係者14人の名前を挙げ、冥

福を祈り法要を終えた。

その後、全員で庫裏に移り、学園長がオハイオ大学

からのアン・クーパー・チェン客員教授とそのご主人

のチャールズ・チェン博士を紹介。博士も「中部大学

にとって三浦幸平先生の遺産はたくさんあります。

なかでも三浦先生がモットーとされた『不言実行』は

ラテン語で“Acta, non verba”と訳されていますが、

英語訳はありません。“Actions speak louder than

words”を英語訳にされては」などと日本語であいさ

つを行った。

第2回FDフォーラムを終えて

大学教育研究センター・FD実施支援対策部会（小

野博宣部会長）では、第1回FDフォーラム（3月21

日開催）に引き続き「私の授業作り」をテーマに第2

回FDフォーラムを5月30日（水）に開催しました。

今回は、水谷秀行先生（機械工学科）、澁谷鎮明先生

（国際文化学科）、三浦真琴先生（大学教育研究セン

ター副センター長、人文・社会教室）の3先生を発表
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者に迎え、また飯吉学長をはじめ約90人の先生方の

参加を得て、盛会のうちに終了できました。部会員を

代表して、この場を借りてお礼申し上げます。

さて、FD（Faculty Development）とFDフォーラム

の趣旨に関しては、『ANTENNA』No.45などの誌上

で第1回FDフォーラムに寄せて三浦真琴助教授が詳

しく述べられているように、大学教員の授業作りに

対する創意工夫を共通の財産とし授業作りのヒント

が得られるように、また、問題点や悩みなどを教員全

体で共有しようという発想でスタートしたものであ

ります。

加えて、第2回FDフォーラムでは、前回、参加者

から寄せられた要望に基づいて、①発表内容に共通

のテーマを設定、②発表内容をビデオに収録するこ

ととしました。

共通テーマとして、①私語対策、②双方向コミュニ

ケーション、③初回講義の構築、④学生の反応確認の

4点を取り上げ、授業作りにおいてどのように対処し

ているかを発表者に述べていただきました。授業で

の緊張感を生み出す工夫や、中間テストでの高得点

者表彰、OHPなどのプレゼンテーション機器の活用、

レポートのフィードバックの方法と効果など具体的

かつ興味ある報告がなされ、また授業作りにあたっ

ての悩みについても触れられ、参加者からも共感的

なコメントを頂いております。また今回も参加者か

ら貴重なご意見が寄せられており、今後の取り組み

に活かしたいと思います。

（FD実施支援対策部会員

大学助教授・経営情報学科　龍岡亮二）

第3回FDフォーラムを
9月26日に開催

9月26日午後4時から、リサーチセンター2階大会

議室で、第3回FDフォーラムが開催される。

報告者は、後藤英雄助教授（電気工学科）、平田豊

講師（電子工学科）、寺澤朝子講師（経営情報学科）

で、水谷秀行助教授（機械工学科）の司会で行われる。

「授業作りに関するアンケート」
調査結果をホームページでも公開

大学教育研究センターが本年3 月に実施したアン

ケート調査の結果が、7月初旬にホームページで公開

された。各教員には、大学教育研究センターから直接

知らされることになっている。

セクシュアル・ハラスメント
対策委員・相談委員合同委員会

を開催

6月6日午後5時から大学1号館第2小会議室で、三

浦学園セクシュアル・ハラスメント対策委員と相談

委員13人が出席し、合同委員会が開催された。

冒頭、三浦昌夫委員長からのあいさつの後、各委員

からの情報提供と意見交換が行われた。確認事項は

次のとおり。

1．セクシュアル・ハラスメント防止対策パンフレット

を作成する。具体的なことについてはパンフレット

作成委員会を設け検討していく。

2．相談を受ける担当者のEメールアドレスを公開し

て、Eメールでの相談申し出にも対応できるように

していく。

3．学園の指針が制定された平成11年10月、業者の担

当者を集めセクハラに関する指針の説明をし社員

に徹底するよう通知をしたが、制定以来2年が経過
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